
1　小学校

団体名 長野市立青木島小学校（３・４・６年児童）

テーマ インターネット・SNSに潜む危険を考える

講 師 一般社団法人セーフティネット総合研究所 派遣講師

内 容

・子どもたちが日常使っているゲーム機、パソコン、タブレット、携帯から個人情報の流出が起きたり、犯罪に巻

き込まれたりする可能性があること

・一度流出した情報を止めるのは難しいこと

・間違った使い方はいじめにもつながること

・勇気をもって相談することの大切さ

参加人数 317人（児童304人、教員13人）

団体名 長野市立鍋屋田小学校（５・６年児童）

テーマ 自分が加害者になってしまわないために

講 師 一般社団法人セーフティネット総合研究所 派遣講師

内 容

・情報モラル

・悪口や陰口を書き込むとどんなことが起きるか

・よりよい人間関係づくりについて

（具体的事例を説明、「してはならないこと」「気をつけなければならないこと」について指導いただいた）

参加人数 75人（児童72人、教員3人）

団体名 飯綱町立牟礼小学校（５・６年児童）

テーマ
ネットゲームに関わるお金の支払いについて

キャッシュレスでの買い物の注意点（新しいお金の使い方を学ぶ）

講 師 長野県金融広報委員会 金融広報アドバイザー

内 容

・オンラインゲームで、有料アイテムを購入するために保護者に内緒でクレジットカードを利用したことで、多額な

請求が来てトラブルになった事例から学ぶ（グループ討議含む）

・動画無料サイトから有料サイトへの会員登録誘導による請求トラブル事例の紹介

・消費生活センターの紹介

・電子マネーの利便性と危険性について

・現金を上手に使えるようにするために（お小遣い帳について）

参加人数 101人（児童93人、教員8人）

団体名 木祖村立木祖小学校（５・６年児童・保護者）

テーマ 情報モラル講演会

講 師 一般社団法人セーフティネット総合研究所 派遣講師

内 容

（児童に向けて）

・ツイッターやインスタ、You Tubeなどの利用について

・小学生や中学生が巻き込まれた事例などを通して、危険な面も大いにあることや、心身に与える影響などに

ついて学ぶ

（保護者に向けて）

・SNSや動画サイトの未成年者利用制限

・事例を通して、子どもの心身に与える影響

・保護者に知っておいてほしこと、保護者としてすべきこと

参加人数 122人（児童47人、教員7人、保護者68人）
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団体名 長野市立塩崎小学校（１～３年保護者）

テーマ 低学年児童の保護者として知っておきたい情報モラルについて

講 師 一般社団法人セーフティネット総合研究所 派遣講師

内 容

・オンラインゲームなどで気をつけたいこと、保護者として子どもと約束すべきこと（事例を交えて）

・ゲーム機器を子どもに与えるときやSNS利用についての保護者の義務

・スマートフォンを子どもに貸すときの落とし穴について

・困ったときの相談窓口　等

参加人数 70人（教員10人、保護者60人）

２　中学校

団体名 辰野町立辰野中学校（１～３年生徒・保護者）

テーマ 情報社会の中で自分と仲間を守るために（情報モラル教育）

講 師 一般社団法人セーフティネット総合研究所 派遣講師

内 容

・SNSとは…これまでのWebとはどこが異なる？

・SNSの落とし穴…同じ価値を持つ人々が集まるように仕組まれている

・個人情報の保護…スマホ等で撮影した画像には様々な情報が含まれている

・スマホやタブレット・携帯端末をWiFiや無線LANで利用すると無防備

・ネット時代の正しい生き方

参加人数 539人（生徒458人、教員39人、保護者42人）

３　高等学校

団体名 長野県穂高商業高等学校（３年生徒）

テーマ 社会生活を送る上で必要な消費者教育

講 師 長野県金融広報委員会 金融広報アドバイザー

内 容

・契約社会（署名・押印は慎重に）

・クレジットカードについて

・マスメディアで最新情報を集め、冷静に判断を

・一人で悩まず、すぐ相談（家族、友人、公的機関）　等

参加人数 145人（生徒140人、教員5人）


